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会 議 録 

新庄市教育委員会 

 

   午後 2時 00分より、教育長のあいさつで、9月定例教育委員会を開会する。 

 

 1. 開会 

   津田浩教育長のあいさつで開会する。 

 

 2. 会期決定 

   会期を 9月 29日、1日とする。 

 

 3. 会議録署名委員指名 

   新庄市教育委員会会議規則第 19 条第 2 項の規定に基づき、教育長が奥山京子委員と栗田正人委

員を指名する。 

 

 4. 前回会議録の承認 

   令和 7年 8月定例教育委員会の会議録が承認される。 

 

 5. 教育長報告 

（１）令和 7年 9月市議会定例会における教育関係一般質問の概要について 

 

（教育長）それでは「令和 7年 9月市議会定例会における教育関係一般質問の概要について」私から報

告します。 

 

（教育長）渡部正七議員から、学校での防災、安全・安心な学びの場を提供することに関して何点か質

問がありました。はじめに、防災教育について「避難訓練などを実施し、知識だけでなく実践を通

して学ぶことができるような防災教育の充実に努めてまいる」と答弁しました。次に、安全・安心

な学びの場の提供のための安全管理について、避雷針の設置に関して、「建築基準法で 20メートル

の高さを超える建築物に設置が義務付けられているが、該当する学校はないため設置はしていな

い」と答弁しました。不審者対応マニュアルの整備については、「すべての学校で整備しているが、

一部他の危機対応と併記しているマニュアルがあることから、不審者対策に特化したものを整備す

る予定である」と答弁しました。重大事故予防のためのヒヤリハット事例の活用については、「日
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常的に職員が安全へのアンテナを高く持ち、全国様々な学校で起こった事案も含めて情報提供し、

安全対策に活かしている」と答弁しました。 

次に、鈴木啓太議員から、体育施設への冷房設備導入に関するご提案をいただきました。これに

対し、「必要性を理解している一方で、冷房設備の導入だけでなく、施設の断熱性能の向上などの

調整も必要となってくることから、体育施設全体の整備の在り方を見直すなかで検討してまいる」

と答弁しました。 

次に、山科春美議員から、歴史センターについて、現在の復旧状況はどのようになっているか、

市立図書館について、昨年度末にエレベーターやトイレ工事で休館したが、今年度も LED工事のた

め長期休館となるとのことだが、工事の実施時期として適当か、雪の里情報館の展示について、開

館以来変わっていなく内容の刷新が必要と思われるがどうか、という質問をいただきました。これ

に対して、「歴史センターに関しては、1階のお祭りホールのみ開館している。現在は、近岡善次郎

記念室に戸沢家所縁の宝物殿として展示をしており、来館者には無料で入ってもらっている。図書

館について、当初は開館したまま工事を実施できないか検討したが、利用者や職員の安全確保のた

め 1ヶ月の休館が必要と判断した。雪の里情報館については、改修工事に向けて様々な検討をして

いる中で、昨年の豪雨により一部移管した歴史センターの民具についても含めて、どのような展示

ができるのかを検討していく」と答弁しました。 

次に、山科正仁議員から、キャリア教育の充実を高校との連携などを含めてどのようにしていく

か、新庄志誠館高校周辺における安全対策はどのようなものがあるか、についてご質問をいただき

ました。これに対し、「キャリア教育については、職業教育だけでなく、将来、自分が社会にどの

ような関わり方をしていくのかということ、将来設計や生き方を含めて考えさせるような学習とし

たい。大学や短大、専門学校などの上級学校の見学や、新庄市内の様々な企業との連携により実施

する、職場体験や大学の講義体験を通して、目標を見つけていくことに取り組んでいる。そして、

市内の高校等との連携について、専門学科がある高校とは具体的に連携しやすい部分があるが、普

通科高校とも探究的な学びという部分で、効果的な連携をしていきたい。交通量の増加が懸念され

る志誠館高校周辺については、具体にどのような影響があるか分かった段階で対応をしていきた

い」と答弁しました。 

次に、小嶋議員から、全国学調の結果と課題について、開府 400年記念事業の羽州ぼろ鳶組ダン

スは今後どうするのか、小学校低学年で通知表を廃止した自治体があるが、そのような考えはある

のか、という質問がありました。これに対し、「全国学調については、小学校の国語、算数、中学

校の国語、数学、理科は全国平均を下回り、小学校 6年生の理科は全国平均と同程度という結果と

なった。全体として、言葉や式の意味や定義を正しく理解していない、そういったものを活用する

力が劣っているという点が課題となっている。アンケートの回答と正答率の相関関係のなかで、課

題解決に向けて自分で考え自分から取り組んでいるという質問に肯定的に答えている児童生徒は

正答率が高く、否定的に答えている児童生徒は正答率が低いことが分かった。個別最適な学びの重

要性と方策を市全体で共有し、学びに向かう力の育成に取り組む。羽州ぼろ鳶組のダンスについて、

今村先生が実際に指導するのは今回が最後だという前提で進んできた。今村先生の指導がない中で

続けていくことは困難であるため、これからどのような形で残していくのかを今村先生と相談しな

がら考えていきたい。また、現在楽曲は新庄市内で自由に使って良いと言っていただいている。体

育でダンスは必修となっているため、そこで楽曲を使ってもらうよう学校と話しをしている。通知

表については、学校での様子を保護者や本人に伝えていくのは大事なことであるため、児童生徒自
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身の励みになるような通知表となるようにしていきたい」と答弁しました。 

次に、亀井議員から、熱中症対策や環境教育はどのようなことをしているか、旧北辰小と旧萩野

小の跡地利用の状況と計画について質問を受けました。これに対し、「熱中症については、市でガ

イドラインを作って、各校で熱中症の防止等の対応をしている。環境教育については、理科や社会

科等の授業或いは総合的な学習の時間の探究課題として扱っている。また、日新小学校では、昨年

の 12 月に学校の電気契約をやまがた新電力に切り替えた際に、電力会社の方から、環境について

お話をしていただくというような取り組みも実施した。旧北辰小、旧萩野小の跡地について、旧北

辰小は交流広場として整備を進めている。具体的な計画は未完成であるが、令和 9年度には完成す

る予定としている。旧萩野小については、現在地域で協議が進められているため、要望に基づき検

討を進めていく」と答弁しました。 

次に、佐藤悦子議員から 6 点質問等がありました。1 つ目に「子ども版『防衛白書』というもの

が学校に送付されている。特定の国を名指しして脅威を煽る内容となっている。活用せず回収する

べきではないか」というご意見、2 つ目に、給食費の無償化は国ではどうなっているのか、市単独

でもやるべきではないか、3 つ目に、トイレの洋式化の計画について、4 つ目に、学校の女子トイ

レへの生理用品設置について、5 つ目に、女子トイレの増設の必要性について、6 つ目に、包括的

性教育のために保健室への必要な本の配置についてご質問をいただきました。これに対し、「防衛

白書は新庄市内の小学校に 1冊ずつ送付があったが、活用したという報告はない。給食費の無償化

について、国では令和 8年度予算に事項要求を行ったという報道があったため、引き続き動向を注

視していく。市独自での給食費無償化については、現在国に対して市長会等を通して要望している

ため、すぐに無償化となるものではないが、子育て支援施策の中で総合的に検討していく。学校ト

イレの洋式化率は現在 82.1％であり、引き続き洋式化に努めてまいる。女子トイレへの生理用品の

設置について、トイレに直接置かず、保健室でいつでももらえるようにしている。女子トイレの増

設について、児童生徒数の減少に伴い、女子トイレの外まで並ぶという状況はあまりなく、混んで

いるときは別のトイレに移動することで足りるという状況である。包括的性教育のための保健室配

備本については、図書購入の予算を配当しているため、その中で必要に応じて購入してもらうもの

と捉えている」と答弁しました。 

最後に、伊藤健一議員から、水泳授業について 4点の質問がありました。今年水泳授業をどのよ

うに計画して、どのような進捗状況だったか、県内の小学校で外部の屋内プールを活用しているよ

うな事例はあるか、現在のプールの運営コストや修繕に関してどのような状況にあるか、水泳授業

の在り方について外部委託などは考えていないか、という質問でありました。これに対し、「水泳

授業について、7 時間から 12 時間程度を計画しており、およそ 92％が実施できた。各校余裕を持

って計画したため、中止等もあったが計画から大きく時数が減らないように実施した。県内他市の

一部の小学校で、プールが老朽化して使用できなくなっている場合に、外部の屋内プールを活用し

ているところがある。最上郡内の他町村においても一部で利用している。プールの運営コスト等に

ついては、1校あたり年 23万円程度であり、修繕は、大規模修繕となる前に、プールが始まる前と

終わってからの 2回点検を行い、必要な修繕を都度行っている。プール授業の在り方について、老

朽化によって自校のプールが使用できなくなった場合は、市内の他の学校のプールや市営プールを

使用する。実際に、日新小学校のプール改修中は、本合海小学校のプールを使用していた。そのた

め、外部委託については今のところ考えていないが、他市町村の動きを注視しながら安全に水泳授

業を実施できるようにしてまいりたい」と答弁しました。以上が 9月議会の教育関係一般質問の概
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要となります。 

 

（教育長）只今の説明について質問があればお願いします。 

 

（委員）質問なし 

 

6. 議事 

 なし 

 

7. その他 

   なし 

 

 8. 閉会 

   午後 2時 35分、9月の定例教育委員会を閉会する。 

   10月定例教育委員会を、10月 22日（水）午後 1時 30分より市役所 301・302会議室で開催する

ことを確認した。 

 

 

 

 


